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▼ブラジルで労働改革法案が可決、勤務時間

や休暇取得を柔軟化

ブウジル上院本会議で統一労働法(CLT)
イ1関する改革法案が11日、賛成 50、反対26で

可決され、 14日 には官報に掲載された。

120日 後に施行される。テメル大統領は、

本改革がブラジル経済回復の一助になると

同時に、引き続き労働者の権利は守 られる

こ、とを強調 した。現行の労働法の下で、多

くの労務問題を抱えていたブラジル進出日

系企業にとっても朗報となりそうだむ法案

可決を受けパローラ官房長官は「統一労働

法の改革により雇用主と労働者の関係はよ

り柔軟になる。新規雇用の創出や生産性の

向上にもつながり、ブラジル経済滑 l生化の

一助となる」と述べた。

(vww.jetrO.go.jp/bizncws/2017/07/74adO

725e97d2d03)

▼中国 。長江デルタで無人の販売所やコンビ

ニ展開の動き
｀

1無人の販売所やコンビニエンスス トアなど

を展開 しようという動きが中国の長江デル

タ (上海市、江蘇省、浙江省、安徽省)で
目立っている。技術開発に取 り組むベンチ

ャー企業とアリババ集団など大手企業によ

る共同の開発・投資計画が続々と発表され

ており、珂ヽ売業界に変革をもたらしそうだ。

(wwwijetrO.go.jp/biznews/2017/07/474bf

f06fd9ca4a5)

▼カナダ野党、政権に目標の説明を要請、米

国のNAFTA再 交渉で

米通商代表部 (USTR)が 17日 に公表 し

た北米自由貿易協定 (NAFTA)再 交渉

の目的詳細を受け、カナダの トル ドー政権

は野党からカナダ側の再交渉の目標を説明

するように求められている。政界からは米

国第二主義の色彩が強い内容に懸念が表明

されたほか、米国側が廃上を求める紛争解

決制度は何 らかのかたちで組み込むべきだ

との意見が出た。一方で、自動車業界は公

表された内容に驚 くべきものはなく、米国

の政府と自動車業界は、規制の変更が自動

車産業にどのような影響を及ぼすかよく理

解 しているとして、内容を評価 した。

(vwwijetrO.go.jp/biznews/2017/07/38d26

aee32cf5299)

ビジネスワイヤから
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▼米REVグ ループのスクールバス製造コリ

ンズバスは珂ヽ型スクールバスで初となるス

ロープ付き低床バスの販売を開始 した。車

椅子の乗客が 3人乗ることができ、補助席

を含めると最大 15人が乗車できるという。

(vvv.tolhnsbus,com)

▼米アリアンツ生命保険は、米メジャーリー
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２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定

の
採
択
を
契
機
に
、
脱
石
炭

火
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
普
及
と
い
っ
た
脱
炭
素
化

を
目
指
す
非
政
府
主
体
に
よ

る
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て

い
る
。

事
業
運
営
を
１
０
０
％
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う

こ
と
を
目
指
し
て
２
０
１
４

年
に
結
成
し
た
国
際
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ

「
Ｒ
Ｅ
ｌ
０
０
」
へ

の
加
盟
企
業
が
増
加
を
続
け

て
い
る
の
も
そ
の
象
徴
の

一

つ
だ
。
今
年
に
入
り
日
本
の

リ
コ
ー
が
加
わ
る
な
ど
、
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旧一般電気事業者の省エネ関連事業の動向 年
６
月
時
点
で
９６
社
が
参
画

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
５０
年
の

し
注
目
度
を
増
し
て
い
る
。
　
再
エ
ネ
比
率
を
３‐
％
ま
で
増

こ
の
よ
う
な
脱
炭
素
化
の

加
さ
せ
る
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ

流
れ
は
、
新
興
国
で
も
着
実

打
ち
出
し
た
。

に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
例
え

　

ま
た
再
エ
ネ
や
脱
石
炭
の

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
石
炭
火

取
り
組
み
と
併
せ
、
新
興
国

力
発
電
所
の
新
設
を
認
め
な

で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も

い
方
針
を
、
産
炭
国
で
あ
る

者
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

最
適
サ
ト
ビ
ス
提
案
商
機

中
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消

費
企
業
へ
の
電
力
価
格
優
遇

政
策
を
廃
止
す
る

一
方
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
平
準

化
を
推
進
し
始
め
た
。
電
力

消
費
の
ピ
ー
ク
時
に
削
減
ア

ラ
ー
ト
の
発
信
や
機
器
制
御

を
行
う
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
効
率
の
向
上
や
省
エ

ネ
、
脱
炭
素
化
を
図
る
も
の

だ
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

ビ
ル
や
工
場
に
お
け
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理

へ
の
税
制
支

援
を
開
始
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
機
運
の
高
ま
り
を

受
け
、
日
本

企
業
も
新
興

国
で
の
省

エ

ネ
事
業
の
拡

大
を
探
索
し
始
め
て
い
る
。

人
材
を
活
用
し
た
現
地

へ
の

出
張
型
の
新
た
な
省

エ
ネ
サ

ー
ビ
ス
を
１５
年
６
月
か
ら
提

供
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

料
金
削
減
と
脱
炭
素
化
の
実

現
を
図

っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
日
本
企
業
の
商

機
は
①
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
診
断
②
効
果
保
証
な
ど
の

リ
ス
ク
テ
イ
ク
ー
ー
に
あ
る

と
考
え
る
ゃ
こ
れ
ま
で
省
エ

ネ
サ
ー
ビ
ス
の
営
業
で
は
、

多
く
が
機
器
の
性
能
や
導
入

効
果
の
訴
求
に
留
ま

っ
て
き

た
。一

方
、
現
地
の
顧
客
は
、

設
備
導
入
だ
け
で
な
く
、
他

の
省
エ
ネ
手
法
も
合
め
た
ト

ー
タ
ル
な
結
果
に
関
心
が
あ

る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

設
備
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
診
断
し
、
適
切
な
指
導

や
顧
客
の
設
備
管
理
士
等
の

人
材
育
成
な
ど
も
合
わ
せ
て

進
め
る

こ
と
が
重
要

と
な

る
。　
一
見
遠
回
り
で
も
受
注

に
は
欠
か
せ
な
い
、
自
社
機

器
の
優
位
性
に
関
す
る
理
解

と
信
頼
が
醸
成
さ
れ
る
か
ら

だ
Ｐま

た
、
独
シ
ー
メ
ン
ス
な

ど
で
は
、
省
エ
ネ
対
策
を
包

括
的
に
請
け
負
う

「
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
で
は
報
酬
を
省
エ
ネ
実
績

の
な
か
か
ら
支
払
え
ば
よ
い

た
め
、
顧
客
に
と

っ
て
は
コ

ス
ト
面
や
品
質
面
に
お
い
て

安
心
感
が
あ
り
、
多
く
の
支

持
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

新
興
国
の
省
エ
ネ
ニ
ト
ズ

は
設
備
導
入
か
ら
最
適
サ
ー

ビ
ス
提
案
に
シ
フ
ト
し
つ
つ

あ
る
。
ハ
ー
ド
面
で
の
価
格

競
争
か
ら
距
離
を
置
い
た
、

日
本
企
業
の
強
み
で
あ
る
ト

ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
カ

や
人
材
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
が

発
揮
で
き
る
土
壌
が
整

っ
て

き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

面の活用をト

舛
閥
ｕ
触
制
オ
隊
″
陣
浦
▼
　
巧
／

］
拶

（
ら 政
［
〕
的
］
醇
浄
的
呻

峙
申

鞘
籍
離
膳
つ
醐
嬢
節
」
役
物
　
エ
イ
４

事
務
所
を
対
象
に
、
国
内
で

培

っ
た
省
エ
ネ
ノ
ウ
ハ
ウ
や

各国、省エネ機運高まる

企 業 概 要 対象国

東京電力
高効率機器導入の実

証事業
詳糸田情報なし

関西電力
電力開発計画プログ

ラム形成準備調査
ミヤンマー

中部電力

工業団地内での小規

模コージェネ事業
タ   イ

国内法人顧客を対象

とした工場 。店舗な

どの省エネ提案

中国、サウジ

アラビア、タ

イ、 フィリピ

ン、ベ トナム

九州電力

中国現地建設請負会

社と共同で紡績工場

向けESCO事 業を

実施 し省エネ提案

中  国

中国電力

民生ビルにおける省
エネ技術の有効性検

証

タ   イ

四国電力
省エネ対策ロードマ

ップの策定支援

ドミニカ

共 和 国

フェーデラル×野村不

ロックウェ,|レ ×三井不

開
発
を
始
め
る
。

２
０
０
億

ソ
ベ

（約
４
５
０

億
円
）
を
投
じ
マ
ニ
ラ
首
都

圏
の
再
開
発
地
区
ボ

ニ
フ
ァ

シ
オ

・
グ

ロ
ー
バ
ル

・
シ
テ

ィ
の
約
１
万
５
０
０
０
平
方

虜
に
（
地
上
４‐
～
５‐
階
建
て

の
高
層
住
宅
４
棟
、
低
層
を

先
日
、
隣
の
市
か
ら

一
通
の

手
紙
を
受
け
取

っ
た
。
開
い
て

‘
一（
・ｉ

み
る
と
罰
金
の
通
知
。
ス
ピ
ー

ド
違
反
を
犯
し
た

の
だ
と
い

う
。
罪
状
は
制
限
速
度
が
時
速

．

５０
ざ
研
の
道
路
で
時
速
５

ロ
キ
房

一

超
過
し
て
い
た
。
請
求
は
１０

口千

一

結
ぶ
商
業
施
設
を
建
て
る
。

商
業
施
設
は
地
下
１
階
か

ら
地
上
３
階
ま
で
の
延
べ
約

３
万
平
方
房
。
三
越
ま
た
は

伊
勢
丹
の
名
称
に
す
る
か
は

未
定
だ
と
い
う
。
２
０
２
０

年
の
開
業
を
目
指
す
。
住
宅

部
分
の
総
戸
数
は
約
１
４
０

０
戸
で
、
段
階
的
に
分
譲
を

始
め
る
。
全
て
が
完
成
す
る

の
は
２５
年
に
な
る
見
通
し
。

ロ
ッ
ク
ウ

ェ
ル

・
ラ
ン
ド

は
ロ
ペ
ス
財
閥
傘
下
の
不
動

産
会
社
。
マ
ニ
ラ
中
心
部
で

住

宅
や
商
業
施
設
を
併
設
し

た
大
規
模
な
不
動
産
開
発
を

手
が
け
て
い
る
”

同
社
と
三
井
不
動
産
は
高

層
住
宅
３
棟
を
建
設
す
る
。

三
井
不
に
と

っ
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
事
業
を
手
が
け
る
の
は

初
め
て
と
な
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
経
済
成
長
と
と
も
に
住

宅
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
進
出
を
決
め
た
。

両
社
は
こ
の
ほ
ど
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
合
弁
会
社
を
設
立
。

ロ
ッ
ク
ウ

ェ
ル
が
８０
％
、
三

井
不
が
２０
％
を
出
資
し
た
。

８６
億

ツ
ペ
を
投
じ
、
マ
ニ
ラ
首

都
圏
ケ
ソ
ン
市
の
１

・
９
診

の
土
地
に
高
層
住
宅
を
建
設

す
る
。

建
設
す
る
高

層
住
宅

は

２４
、

２８
、

３４
階
建
て
の
３
棟

で
総
戸
数
は
１
７
０
０
戸
。

所
得
が
高
い
層
の
購
入
を
想

定
し
（
三
井
不
は
日
本
で
培

っ
た
マ
ン
シ

ョ
ン
開
発
の
ノ

ウ

ハ
ウ
を
提
供
す
る
。
今
月

内
に

一
部
の
住
戸
の
販
売
を

始
め
い
１８
年
８
月
に
着
工
す

る
。
全
て
が
完
成
す
る
の
は

２５
年
を
見
込
む
。

三
井
不
動
産
は
ア
ジ
ア
で

の
事
業
展
開
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
で
住
宅
を
開
発
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
で
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ
ー
ル
を
運
営
し
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
足
が

か
り
を
築
き
た
い
考
え
。

ロ

ッ
ク
ウ

ェ
ル
の
ネ
ス
ト
ー
ル

・
パ
デ
ィ
リ
ヤ
社
長
は

「
長

期
的
な
提
携
関
係
に
発
展
さ

せ
た
い
」
と
話
す
。

速
度
無
制
限
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
に

も
所
々
で
速
度
制
限
が
あ
る

（独

ブ
レ
ー
メ
ン
）
Ｈ
ロ
イ
タ
ー

速
度
上
限
は
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
い
う
。

そ
う
な
れ
ば
速
度
制
限
が
あ

る
区
間
は
自
動
運
転
に
任
せ
て

し
ま
う
ボ
ラ
イ
バ
ー
は
少
な
く

な
い
よ
う
に
思
う
。
渋
滞
時
が

主
な
利
用
シ
ー
ン
に
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
自
動
運
転
が
役
立

つ
場
面
は
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
罰

金
を
通
じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。（

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

＝
深
尾
幸
生
）

【
マ
ニ
ラ
ーー
遠
藤
淳
、
ク
リ
フ

・
ベ
ン
プ
ン
】

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
不
動
産
会
社
が
相
次
ぎ
日
本
企
業

と
提
携
し
不
動
産
開
発
に
乗
り
出
す
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
不
動
産
大
手
フ
ェ
デ
ラ
ル
ラ
ン
ド
は
三
越
伊

勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
、
野
村
不
動

産
と
商
業
施
設
を
併
設
し
た
高
層
住
篤
４
棟
を
建

設
。
大
手
財
閥
系
不
動
産
会
社
ロ
ツ
ク
ウ
ェ
ル

・

ラ
ン
ド
は
三
井
不
動
産
と
共
同
で
マ
ニ
ラ
首
都
圏

で
不
動
産
開
発
に
乗
り
出
す
。

マニラ首都圏には高層住宅

棟が立ち並ぶ一 ロイ ター

住宅・商業施設 マ ニ ラ で 相 次 ぎ 開 発

速度制限区間で出番あり

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
日
本
の

商

品
に
対

す
る
人
気
が
高

い
。
日
本
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ

を
得
て
、
日
本
風
の
デ
ザ
イ

ン
を
設
計
に
取
り
入
れ
る
な

ど
し
て
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
狙
い
。

フ
ェ
デ
ラ
ル
ラ
ン
ド
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
複
合
企
業
、
Ｇ

Ｔ
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
子
会
社
。
同
社

が
６０
％
、
三
越
伊
勢
丹
Ｈ
Ｄ

と
野
村
不
動
産
が
そ
れ
ぞ
れ

２０
％
ず

っ
出
資
し
、
近
く
合

弁
会
社
を
設
立
し
て
不
動
産

（約
１
３
０
０
円
）
。
ご
丁
寧

に
運
転
時
の
笑
顔
の
写
真
ま
で

添
え
ら
れ
て
い
た
。

普
段
の
ド
耳
ツ
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
迅
速
か
つ
丁
寧

な
処
置
に
あ
き
れ
た
が
、
罪
は

罪
。
神
妙
に
罰
金
を
振
り
込
ん

だ
。
反
省
す
る
と
同
時
に
思
い

浮
か
ん
だ
の
は
、
ド
γ
ツ
の
高

速
道
路

「
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
」
で

急
に
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
ク
ル

マ
の
存
在
だ
。

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
速
度
無
制

限
と
し
て
有
名
だ
が
、
実
際
は

所
々
で
時
速
１
２
０

ロ
キ
房
や
８０

ロ
キ
房
な
ど

の
速
度
制
限
が
あ

る
。
こ
こ
で
調
子
に
乗

っ
て
飛

ば
し
て
い
る
と
、
あ
と
で
恐
ろ

し
い
通
知
が
届
く
。
と
は
い
え
、

流
れ
て
い
る
道
路
で
ゆ

っ
く
り

走
る
の
は
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
い
う
運
転
手
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。

な
る
ほ
ど
昨
今
話
題
の
自
動

運
転
は
こ
う
い
う
と
き
に
役
に

立
つ
の
だ
と
実
感
し
た
。
先
日
、

ア
ウ
デ
ィ
が
世
界
初
の
自
動
運

転
車

「
Ａ
８
」
を
発
表
し
た
。

利
用
の
条
件
は
中
央
分
離
帯
の

あ
る
高
速
道
路
で
時
速
６０

ロ
キ
房

以
下
と
限
ら
れ
る
が
、
将
来
は

|も1自動運転

ユーロの対米 ドル相場


